どうして日本の若者は身長で韓国の若者に追い越されたのだろうか : 民族差を超えて by 森 宏




森   宏 
 
「身長は個人の栄養的必要を考慮した消費の尺度で、それは健康に対する投入の供給のみなら
ず、それらの投入に対する需要を把握する正味の尺度である」(R.H. Steckel, “stature and the 






















（Bill Knight, Las Cruces, 1983）、当時を思い出した。1997 年に短期留学でオランダに遊ん
だ折、「ミス・サイゴン」の幕間で隣に座っていた男性が立ち上がった際の驚きは、その前に米
国と英国を経験していた妻と筆者にとって強烈だった。人種的な背の違いはそういうものを指
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表 1A・B は、男女別に、日本と韓国における 1 歳から 20 歳までの平均身長の推移を、1965
年から 2005 年までほぼ 10 年おきに概観した数値を示している。わが国に関しては、1974 年
を除いて、戦後間もない 1947 年から毎年の数値が得られるが、韓国については筆者が権威あ
る筋から入手しえた限りにおいて、1965 年、1975 年、1984 年、1997 年、と 2005 年に限ら
れる。その代わり、各年の調査サンプル数が多いので、年齢別平均値のばらつきが小さい。日
本に関しては、調査年次にもよるが、各年次・各年齢の平均値のばらつきが大きいので、各歳
別に前後 3 ヵ年（たとえば 1984 年は 1983-85 年）の単純平均値を示している。データの出所
は、厚生省による『国民栄養調査』における「身体状況調査の結果」で、年齢区分は若年層は
25 歳まで各歳刻み、26-29，30-39、--、70 歳以上だが、韓国については 21 歳以上のデーは入
手できていない。他方、日本については 1900 年から戦争による中断はあるが、最近年まで、




（T. Cole, 2003）、そこでも 1 歳ないし 1.5 歳の身長は基底に位置づけられている。更に筆者と




                                                          
*1 戦前は高専学生の 18-21 歳の統計が得られるが、代表性は低い。また戦後も 1971 年まで 21 歳までの数
値が発表されているが、1972 年以降は 5-17 歳に限られている。 
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急速に増進した。男女とも成熟期、男子 20 歳、女子 18 歳前後で比較して、1970 年代と 1980
年代は両国の間に目立った背の違いは観察されない。男女とも、1970 年代半ばから 80 年代半
ばにかけて 2 センチ前後伸びるが、日本の若者はそこで伸びが止まったのに対し、韓国では
1990 年代後半にかけて男女とも 2‐3 センチずつ伸び、さらに 2000 年代半ばにかけて 1 セン








初歩的な算術で、1960 年代半ばの 1 歳児は、1970 年代半ばには 10 歳、同じく 1980 年代半
ばには 20 歳に加齢する。表 1A の男子のケースを眺めよう。1965 年に日本の 1 歳児は（平均
身長で：以下略）79.5 センチ、韓国は 74.8 センチで、4.7 センチ高い。1975 年に 10 歳に加齢
した段階で、前者は 136.5 センチ、後者は 131.9 センチで、同じく 4.6 センチ高い。ところが
1980 年代半ばに 20 歳に加齢した段階で、前者は 170.4 センチ、後者は 170.2 センチで、ほぼ
同列に並ぶ。同様な比較だが、1970 年半ばに日本の 1 歳児は、80.3 センチ、韓国は 75.8 セン
チで、4.5 センチ高い。1980 年代半ばに 10 歳に加齢した段階では、前者は 136.9 センチ、後
者は 135.2 センチで、差は 1.7 センチに縮小し、1990 年代半ばに 20 歳に加齢した段階では、
前者は 170.9 センチに対し、後者は 173.4 センチで、差異は逆転し、韓国の方が 2．5 センチ
高くなっている。以上は出生コウホート別に眺めた比較だが、観察年次が限られているので、
たとえば 1 歳から 3 歳、5 歳から 10 歳、15 歳から 20 歳までの成長パタンを比較することは
できない。次は、やむなく同一年次における縦の比較で我慢せざるを得ない。 
まず 1970 年代半ばを（対角線でなく）縦方向に眺める。1 歳児は日本の方が 4.5 センチ高く、
10 歳段階でも（偶然であろうが）日本の方が同じく 4.6 センチ高く、15 歳段階では日本は 165.8
センチ、韓国は 158.2 センチで両者の差は 7.6 センチに拡大している。ところが 20 歳段階で
は日本が 167.3*2 センチに対し、韓国は 168.7 センチで、両者の関係は逆転し、後者の方が平
均で 1.4 センチ高くなっている。1980 年代半ばではどうなっているか。同じく 1 歳児は日本の
方が 2.7 センチ、10 歳段階並びに 15 歳段階でも 1970 年代に比べると両国の格差は縮小して
いるが、それぞれ 1.7 センチ、2.6 センチだけ日本の方が高い。しかし 20 歳段階では、日本が 
                                                          
*2 日本の 19 歳男子は 169.3 センチだから、誤差の範囲かもしれない。 





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































－ 6 － 
170.4 センチ、韓国は 170.2 センチで両者は横並びになる。1990 年代後期でも、14-5 歳段階で








しかし 1960 年代半ばから 2000 年代半ばにかけほぼ 10 年おきに 5 個の年次を概観して、日本







れもかなり古い時代から唱えられてきた幼児死亡率云々（たとえば、Schmidt et al., 1995; 








の伸びが停滞、やや低下しているが（『朝鮮日報』2016 年 2 月 25 日）、若い世代がキムチを敬
遠し（Kim,E.K. et al., 2016）、ファーストフッドのバーガーや、コークなどに傾斜しているら
しい状況と無関係ではないと感じている。 
 
                                                          
*3 日本と韓国の 20 歳以上の男子の体格（特に体重や肩幅など）や食料消費を比較する際は、韓国の男子は
全員強制的兵役の義務があることを考慮に入れる必要がある。 
－ 7 － 
FAOSTAT に見る国民 1人当たり食料供給量の国際比較 
 
表 2 は、国連農業機構の FAOSTAT, food balance sheets に基づく、日本・韓国における主




1990 年代まで急速に増加し、その後も逓増を続け 2010 年には 1965 年当時の 3 倍近くになっ
ている。魚の消費は 1970 年代半ばまでは食肉のそれを超えていたが、その後漸減し、2010 年
 
表 2 日本と韓国における主要食料群の国民 1 人当たり純供給量のの推移、1965 年から 2010 年 
(kg/年) 
    jp kr     jp kr 
米他穀類 1965 150.64 180.22 肉と卵 1965 24.59 4.96 
  1970 134.65 215.36   1970 34.09 5.40 
  1975 132.55 232.45   1975 39.15 7.11 
  1980 118.71 197.59   1980 46.73 13.18 
  1985 113.89 181.39   1985 50.79 18.40 
  1990 109.30 154.59   1990 57.29 25.26 
  1995 106.58 151.60   1995 63.86 38.39 
  2000 102.49 143.87   2000 64.79 47.58 
  2010 100.19 135.98   2010 66.69 59.13 
野菜 1965 119.57 82.25 魚 1965 42.06 12.53 
  1970 126.80 103.98   1970 48.82 12.98 
  1975 121.26 147.68   1975 55.19 30.05 
  1980 122.61 197.88   1980 46.73 28.27 
  1985 119.49 181.71   1985 50.58 32.78 
  1990 116.70 200.60   1990 47.53 28.23 
  1995 116.61 222.28   1995 44.58 30.98 
  2000 112.80 235.69   2000 40.78 33.97 
  2010 98.88 196.47   2010 33.00 36.62 
果物 1965 39.01 9.83 牛乳 1965 38.51 2.80 
  1970 53.87 12.28   1970 52.45 3.15 
  1975 61.88 14.65   1975 51.38 4.22 
  1980 55.60 23.21   1980 68.20 10.92 
  1985 51.88 35.15   1985 73.60 16.91 
  1990 50.21 46.98   1990 78.04 19.29 
  1995 53.23 69.57   1995 82.64 20.70 
  2000 51.42 69.56   2000 81.69 28.02 
  2010 49.07 67.55   2010 72.56 22.68 
出所: FAOSTAT, Food Balance Sheets, 各年. 
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には肉類の半分の水準になった。肉類と魚を合わせると、1 人当たりの消費水準は 1980 年代
後半には 100kg を超え、英国やオランダに比肩する水準に達している。人の身長を語る際しば
しば取り上げられる牛乳に関しては（Hope et al., 2006; Beer, 2012; Hatton et al., 2013; etc.）、
1 人当たり消費（「バターは除く」FAOSTAT）は、1965 年から 1990 年代半ばまで着実に増加
し、1965 年の 2 倍以上になった。しかし欧州諸国、英国と比べて 3 分の 1、オランダと比べる
と 4 分の 1 以下に過ぎない。 
他方韓国は、米他の穀類消費は 1965 年時点で日本より 20%多く、1975 年にかけてさらに着
増し、1980 年には日本のそれを 70%近く上回り、最近年次でも 3-4 割多い。他方肉・卵は 1975
年時点で日本の 5 分の 1 弱、その後日本より急テンポで増加するが、1990 年時点でも日本の
半分に満たない。魚消費における両国の格差は対象期間を通して相対的に小さいが、1990 年時
点で日本の 6 割水準に留まっている。食肉・魚計で比較して、1990 年時点で韓国の肉類消費
は日本の半分に過ぎない。特筆すべきは、韓国の牛乳消費の低位性である。日本は米国や欧州
諸国と比べて牛乳消費は著しく低いが（上記）、日本と比べても韓国の 1 人当たり牛乳消費は、
1965 年時点で 10 分の 1 に満たず、その後徐々に増えているが、1990 年時点においても、日
本の 4 分の 1 に満たない。 
表 3 オランダと英国における主要食料群の 
1 人当たり純供給の推移、1970 年‐2010 年 
(kg/年) 
    オランダ 英国 
魚と肉 1970 83.1 107.3 
  1990 102.7 97.9 
  2000 130.3 102.5 
  2010 113.1 106.5 
牛乳 1970 321.5 231.7 
  1990 314.8 232.3 
  2000 353.2 220.6 
  2010 340.5 240.8 
野菜 1970 89.4 75.5 
  1990 75.1 88.2 
  2000 98.0 87.1 
  2010 78.4 92.8 
果物 1970 91.1 61.0 
  1990 137.1 76.1 
  2000 121.0 83.4 
  2010 116.1 123.1 
出所: FAOSTAT, Food Balance Sheets. 
 





回本稿のために、FAOSTAT, food balance sheets からダウンロードできる 1961 年にさかの
ぼって野菜（各種計、ただしイモ類は除く）の 1 人当たり純供給を見て驚いた。1965-1970 年
時点では、韓国は日本の年間 1 人当たり 120kg より 20%も少ないのである。ただしその後日
本は 120kg 水準で停滞しているのに比し、韓国の野菜消費は急増、1990 年時点では 1 人当た
り 200kg を超え、2000 年には日本の 112.8kg の 2 倍を超える 235.7kg に達している。他方果
物については、筆者の記憶では韓国の人はマクワ瓜*4 はよく食べていたが柑橘の消費は全くゼ
ロで、柿も渋柿の樹しか見かけなかった（渋抜きの技術が一般化していたかどうか）。表 2 に
みるように、1965 年時点で韓国の果物消費は 1 人当たり 10kg に満たず、日本の 4 分の 1 に過
ぎなかった。日本の果物消費は 1975 年のピーク、61.9kg まで急増し、その後漸減を続け、2000
年を過ぎると年間 50kg を割った。他方韓国の果物消費は急成長し、1985 年には 1965 年の 3.6
倍の 35.2kg、10 年後の 1995 年には 69.6kg に達し、同年次の日本の平均を 30%上回るように
なった。筆者は、日本と韓国の子供たちの身長増進の違いに関し、以上の点に注目する（Lee, 





料消費に、際立った世代間の差異（コウホート効果）が存在する社会では（Mori and Clason, 
2004; Mori and Saegusa, 2010; Mori and Stewart, 2011; 森宏、2014; など）、その必要性は
特に高い。誰しもそのことは分かっていても、関連データの入手の困難性から、全国民 1 人当






                                                          
*4 FAOSTAT では、野菜に分類されているかもしれない。 
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各種食料の年齢階層別消費の推移―日・韓比較 
 










栄養の現状』として公表されてきた。1995 年からは、1-2 歳、3-5 歳、6-8 歳、9-11 歳、12-14
歳、15-17 歳、18-29 歳、30-49 歳、50-69 歳、70 歳以上などのように、特に未成年について
は細かい階層区分で、年齢階層別に食料消費と栄養摂取の実態が公表されるようになった。た




専門誌で最近しばしば引用されているのは、1998 年にスタートし、2001 年、2005 年と 2007
年に引き継がれた、『韓国国民健康栄養調査』Korea National Health and Nutrition 
Examination Survey (KNHNES) で、食物摂取は過去 24 時間の記憶に基づく聞き取り調査で
ある。ただ筆者の知りうる限り、日本のように整理された集計値が年報形式などで発表されて
おらず、各年とも膨大なパネルデータが有償で配布されているだけで、高性能のパソコンで
SAS や SPSS などのソフトの助けを借りなければ、手軽に利用することはできない。 
さらに両国に共通する問題だが、われわれの分析目的のためには、年齢階層別調査時期が前
方に離れ過ぎている。繰り返し述べてきたように、われわれは日・韓とも 1960 年代から 1990
年代半ばに至る期間の子供たちの身長の伸びに関心がある。1980 年代半ばの 20 歳は、1965
年半ばに出生し、その身長は 1970 年代と 80 年代前半に摂取した栄養の量的・質的多寡に影響
されている。同じく 1990 年代半ばの 20 歳は、1980 年代と 90 年代前半の食料消費の質・量に
支配されていると思われる。1970 年代から 1990 年代半ばまでの期間において、日本と韓国の
子供たちが何をどう食べたかを比較することが、本稿の中心的分析課題になる。1990 年代半ば
－ 11 － 
以降、20 歳以上の成人が何をどれだけ食しようが、今や世界的に問題化している「肥満」の問



















従来の簡便法では把握し得ない未成年階級、10 歳以下、10-14 歳、15-19 歳の家計内消費を、
世帯の中心的構成員である世帯主階級に比べると精度が落ちるにせよ、陽表的に推計できる点









進む中で、世帯主年齢階層別の世帯員構成は 1980 年当時とはかなり相違しており、TMI モデ






層別データが、どれほど古くさかのぼれるか定かでないが（おそらく 1982 年：Mori and Stewart, 
2011）、本研究のためには韓国農村経済研究院（KREI）研究員、Dr. Kim Sanghyo の手配で、
1990 年以降の世帯主年齢階級別の穀類・肉類など中分類の 1 カ月消費支出が入手された。世
帯主年齢階級別の世帯員構成の推計に関しては、調査結果に付随したデータを援用したが、さ




表 4-8 は日本、表 9-12 は韓国について、人の身長と関連が深いと考えられる、食肉類、魚肉
類、牛乳、（生鮮）野菜と（生鮮）果物の家計における年齢階級別個人消費の推移を、入手可能
であった期間について、筆者が推計した数値である。先ず日本の家計消費の数値は、世帯員 1
人当たり年間の購入（=消費）量の 1971 年から 2010 年までの推移であるが、韓国については、












1970 年代には年齢階層を問わず飛躍的に伸びたが、未成年を含む 30 歳代以下の若年層の消費
は 1980 年代初めころから停滞するなかで、40 歳代半ば以上の中高年層は 2000 年にかけて着
実に増え続けている。先に挙げた食料需給表に示される国民 1 人当たりの一貫した消費増は（表 
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表 4 日本における肉類の年齢別 1 人当たり計消費の推移、1971 年～2011 年 
(kg/年) 
年齢階級 1971 1980  1981  1990 1991 2000 2001 2010  2011  
 0~4 8.06 8.42  8.25  8.33 8.48 9.08 9.39 10.04  10.16  
 5~9 9.79 12.49  12.25  11.57 11.50 12.27 12.37 13.32  13.23  
10~14 11.62 16.10  15.80  15.23 14.82 15.88 15.73 16.60  16.40  
15~19 12.36 18.26  17.98  18.02 17.63 18.83 18.52 18.98  18.96  
20~24 11.13 15.03  14.79  14.79 14.70 16.05 15.84 15.97  16.30  
25~29 10.95 14.02  13.74  13.45 13.73 15.17 15.20 15.48  16.12  
30~34 10.68 14.40  14.26  13.61 13.89 14.95 14.93 16.39  16.59  
35~39 10.91 15.49  15.32  14.95 15.18 16.10 15.53 17.91  17.63  
40~44 10.73 16.10  15.97  16.78 16.12 18.15 17.12 19.71  19.09  
45~49 9.79 15.94  15.99  17.60 17.44 19.60 18.10 20.27  19.77  
50~54 9.95 15.02  15.02  16.27 16.08 19.24 17.69 19.84  19.82  
55~59 9.87 13.67  13.61  14.44 15.07 18.31 16.98 19.76  20.05  
60~64 9.46 13.45  12.68  13.51 13.67 16.97 16.38 19.95  20.39  
65~69 8.77 11.74  11.53  11.61 12.15 15.11 14.59 17.99  18.60  
70~74 8.28 10.02  10.08  9.90 10.54 13.12 12.63 15.29  16.06  
75~ 7.18 8.30  8.43  8.19 8.79 10.99 10.54 12.56  13.32  




表 5 日本における魚類の年齢別 1 人当たり計消費の推移、1971 年～2011 年 
(kg/年) 
年齢階級 1971 1980  1981  1990 1991 2000 2001 2010  2011  
0~4 11.46 7.98  7.55  3.60 3.4 0.76 0.99 0.81  0.99  
5~9 13.96 10.80  10.16  6.17 5.8 2.29 2.43 1.61  1.66  
10~14 16.82 13.24  12.56  9.04 8.5 4.28 4.51 2.68  2.57  
15~19 19.39 14.95  14.30  11.04 10.6 6.10 6.56 3.87  3.77  
20~24 20.60 15.40  15.04  10.99 10.9 7.79 8.23 4.86  4.93  
25~29 21.13 15.99  15.81  11.09 11.2 9.25 9.51 6.26  6.43  
30~34 20.46 18.67  18.06  14.59 14.7 11.35 11.16 8.35  8.06  
35~39 19.55 21.07  20.35  18.12 18.1 14.75 14.08 10.39  9.53  
40~44 20.04 22.16  21.74  21.80 21.7 19.01 18.04 12.43  10.99  
45~49 21.53 24.22  23.64  25.14 25.3 22.05 21.38 14.70  12.98  
50~54 23.29 26.30  26.20  26.80 27.6 26.94 25.86 17.35  15.60  
55~59 24.98 27.50  27.56  27.57 28.3 30.35 28.47 20.71  18.87  
60~64 25.20 27.44  28.34  27.95 28.2 30.02 28.86 24.24  22.37  
65~69 23.38 25.95  25.33  27.32 28.3 29.64 28.66 25.78  24.28  
70~74 20.96 23.04  22.86  24.73 25.9 26.90 26.10 24.56  23.68  
75~ 18.15 19.96  19.91  21.56 22.7 23.58 22.90 22.34  21.79  
出所：表 4 に準じる. 
注：魚類は塩干魚を含む. 
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表 6 日本における牛乳の年齢別 1 人当たり計消費の推移、1971 年～2011 年 
(liｔ/year) 
年齢階級 1971 1980 1981 1990 1991 2000 2001 2010 2011 
0~4 30.64 30.58  29.45  30.50 30.09 25.5 24.06 17.34  18.80  
5~9 26.65 27.16  26.44  30.46 31.50 27.4 26.16 18.84  18.95  
10~14 23.07 24.96  25.35  29.86 30.80 27.7 26.77 19.81  19.35  
15~19 24.24 26.15  27.53  28.75 27.81 26.0 24.96 19.70  19.67  
20~24 26.10 27.88  29.78  27.31 24.83 23.3 21.97 18.86  20.13  
25~29 27.38 28.81  30.79  27.72 24.53 22.4 20.80 18.70  20.97  
30~34 22.70 28.08  27.56  31.83 30.38 28.3 26.19 22.26  21.46  
35~39 15.50 20.90  21.74  31.61 33.60 33.5 31.59 25.98  22.58  
40~44 14.05 19.55  20.40  32.77 34.82 36.6 35.34 29.05  24.26  
45~49 9.37 20.92  22.68  32.60 32.70 36.9 35.39 30.57  25.29  
50~54 11.90 22.62  23.37  31.63 31.43 35.3 33.11 30.95  26.15  
55~59 9.16 21.38  23.40  33.16 33.01 35.7 33.48 31.45  28.71  
60~64 14.32 22.99  24.12  36.50 35.13 37.9 36.01 32.39  32.20  
65~69 18.51 24.14  25.04  36.98 37.92 41.3 39.34 34.48  34.50  
70~74 17.69 24.63  25.43  37.14 39.13 44.7 42.53 36.94  35.71  
75~ 15.92 22.53  23.23  33.74 35.89 41.8 39.63 34.48  32.84  
出所：表 4 に準じる. 
 
 
表 7 日本における生鮮野菜の年齢別 1 人当たり計消費の推移、1971 年～2011 年 
(kg/年) 
年齢階級 1971 1980 1981 1990 1991 2000 2001 2010 2011 
 0~4 39.38 28.54  27.53  19.29 18.25 15.58 14.84 14.78  15.83  
 5~9 50.19 38.77  37.17  26.77 25.42 20.96 20.06 20.24  20.70  
10~14 60.12 48.07  46.45  35.37 33.79 27.04 26.58 27.36  27.31  
15~19 64.22 54.12  51.96  42.15 40.13 33.04 32.84 33.91  34.15  
20~24 67.47 55.63  54.34  44.47 42.99 38.33 37.15 36.04  37.13  
25~29 68.11 56.49  56.02  46.48 45.43 43.33 41.57 39.18  41.42  
30~34 67.59 61.82  60.51  51.21 49.01 46.50 45.83 43.50  44.77  
35~39 69.33 69.45  67.18  57.36 55.15 53.04 50.01 47.86  47.61  
40~44 73.78 75.89  75.28  66.58 64.67 58.45 56.68 52.34  50.50  
45~49 81.06 84.68  81.87  76.92 73.80 65.56 64.86 57.04  54.43  
50~54 87.19 89.80  88.68  81.80 79.48 77.25 73.41 62.46  60.12  
55~59 90.90 91.20  91.97  86.17 85.56 87.27 82.86 69.91  69.37  
60~64 90.68 94.49  92.16  91.36 88.89 92.77 87.79 78.45  80.64  
65~69 84.29 92.04  92.23  91.06 90.20 95.26 90.70 83.18  85.96  
70~74 75.94 84.49  85.71  84.50 84.34 91.07 87.89 83.89  85.72  
75~ 66.01 75.51  76.93  75.72 75.85 82.78 80.71 79.06  80.28  
出所：表 4 に準じる. 
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表 9 韓国における肉類の 1 人当たり家計消費支出の推移、1990 年‐2010 年 
(won/月) 
年齢階級 1990-91 1995  年齢階級 2000 2005 2010  
0~9 10740  13751  0~9 12215 6413 7456  
10~14 11355  16658  10~14 17248 9701 11437  
15~19 9861  15238  15~19 18599 11084 12999  
20~24 8734  13338  20~24 17849 10555 11454  
25~29 13502  19828  25~29 21488 13038 13439  
30~34 16237  24630  30~34 25700 15024 15797  
35~39 21001  31760  35~39 29981 17534 18675  
40~44 24089  36744  40~44 31824 20002 21562  
45~49 25147  36424  45~49 31135 20985 22997  
50~54 25723  36913  50~54 32170 21467 22315  
55~59 27175  37947  55~59 32398 22495 22462  
60~64 27601  38717  60~64 32576 22933 21745  
65~ 23408  35933  65~69 30435 21015 19517  
70~74 27565 18885 17534  
75~ 22971 15667 14525  




表 10 韓国における魚類の 1 人当たり家計消費支出の推移、1990 年‐2010 年 
(won/月) 
年齢階級 1990 1995 年齢階級 2000 2005 2010 
0~9 5561  6970  0~9 4649 3741 1024  
10~14 6647  8629  10~14 5565 4752 1451  
15~19 5937  8770  15~19 6046 5794 2159  
20~24 5855  9185  20~24 6811 6928 3211  
25~29 9338  14185  25~29 8865 10336 5020  
30~34 12688  18185  30~34 11332 12604 7256  
35~39 16712  23102  35~39 14138 14491 9415  
40~44 19344  25727  40~44 16013 17004 11055  
45~49 20067  28756  45~49 17911 19599 13491  
50~54 22436  31243  50~54 20664 22400 16582  
55~59 23522  32701  55~59 21850 25201 19417  
60~64 25167  33934  60~64 22056 25063 20495  
65~ 22544  27973  65~69 21817 22767 18884  
70~74 21875 22463 18668  
75~ 19930 20385 16918  
出所：表 9 に準じる. 
注：表 9 に準じる. 
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表 11 韓国における生鮮野菜の 1 人当たり家計消費支出の推移、1990 年‐2010 年 
(won/月) 
年齢階級 1990 1995 年齢階級 2000 2005 2010 
0~9 18615  11769  0~9 7399 4191 2350  
10~14 18881  14238  10~14 9359 5623 3331  
15~19 17630  12538  15~19 9642 6327 4006  
20~24 16253  12634  20~24 10124 7316 4865  
25~29 19629  17721  25~29 12364 10332 6203  
30~34 22111  21371  30~34 14306 12442 8293  
35~39 26633  26825  35~39 17402 14992 10850  
40~44 31060  30515  40~44 19879 18030 13125  
45~49 34457  32299  45~49 22051 20846 15806  
50~54 34005  34162  50~54 23665 23457 18565  
55~59 34862  38438  55~59 25405 25937 21620  
60~64 37745  38313  60~64 25702 26677 23861  
65~ 33168  33774  65~69 24522 25383 23939  
70~74 24452 25237 23970  
75~ 24505 25234 23994  




表 12 韓国における生鮮果物の 1 人当たり家計消費支出の推移、1990 年‐2010 年 
(won/月) 
年齢階級 1990  1995  年齢階級 2000 2005 2010  
0~9 9177  8193  0~9 8573 6373 7003  
10~14 9239  8491  10~14 9521 5898 6758  
15~19 8534  8331  15~19 9249 5819 6544  
20~24 8506  8706  20~24 9454 6202 6307  
25~29 10235  11059  25~29 11345 8697 8272  
30~34 10890  12334  30~34 12274 10160 10590  
35~39 12976  14711  35~39 14251 10781 12329  
40~44 14787  15961  40~44 15720 11584 13369  
45~49 15332  16968  45~49 16365 12880 15045  
50~54 16168  18459  50~54 17371 13981 16019  
55~59 17910  18253  55~59 18086 14970 16471  
60~64 20205  17544  60~64 18577 15203 15564  
65~ 18395  16783  65~69 17927 13937 13727  
70~74 17925 13728 13475  
75~ 17957 13656 13382  
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2）、主として中高年層における（1 人当たり）消費増を表していると推定される。また魚類の
消費については、1970 年代の初めでも、子供たちは 10 歳代の育ち盛りの頃も 50 歳代-60 歳代
に比べてやや低位だったが、未成年層に限らず 30 歳代までの若年成人層の 1 人当たり消費は
その後一貫して減り続け（「若者の魚離れ」）、他方中高年層の魚消費は漸増しているから、2000
年代初めには 10 歳代の 1 人当たり魚消費は 50-60 歳代のそれの 5 分の 1 程度の水準にまで低
下しているのが分かる。需給表ベースで肉類と魚を合計すると、日本の 1 人当たり純供給（＝
消費）は 1970 年には 82.9kg、1985 年 101.4kg、1995 年に 108.4kg と着実に増加している。
他方『家計調査』で、10 歳代に限って未成年層の家庭内計消費を見るかぎり、肉と魚の合計は




して、着実に伸びているようである。需給表ベースでは、1 人当たり純供給が、1970 年の 18.4kg
から、1980 年は 41.5kg、1990 年には 53.5kg と急激に増えているから、未成年階層でも、1
人当たり消費は全体の平均の流れに沿っているのではあるまいかと憶測される。表 9 と表 10
で年齢階層別に推計した肉類と魚の家計消費を比べると、韓国でも日本に似て「若者の魚離れ」
の傾向はあるようだが、それは 2000 年代の半ばを過ぎてからの現象ではないかと思われる。 
身長に関して内外でしばしば取り上げられる牛乳については、日・韓の格差は圧倒的なので
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の“マスカット・オブ・アレキサンドリヤ”とか、山形の温室さくらんぼ・宮崎の温室マンゴ
などと違って、手ごろの値段で供給されている。また搾りたての「100%フレッシュ・ジュー
ス」とはいかないが、冷凍濃縮の還元ジュースなら、1 リットル 200 円前後のリーゾナブルの
値段で、自由に手に入る。しかしどうしたことか、若い人には人気がない。 
日本の野菜消費は、1970 年から 2000 年まで 1 人当たり年間 120 ㎏前後で、ほとんど変わっ
ていない。他方韓国のそれは、1970 年の 104 ㎏から 2000 年の 236 ㎏まで、着実に増加して
いる（食料需給表ベース：表 2）。日本において、停滞する野菜純供給（＝消費）の中で、1 人
当たり家計消費は 50 歳代以上の中高年齢層では 90-100 ㎏水準を維持しているが、若年層、特
に 10 歳代の成長期の子供たちのそれは、1970 年初めの 60 ㎏から、1980 年初めの 50 ㎏、さ
らに 1990 年代初めの 35 ㎏に着実に減少している。他方韓国の年齢階層別家計野菜消費におい
ても、若年層の 1 人当たり消費は中高年層に比べて顕著に低く、1990 年時点で比べ、10 歳代
の個人消費は中高年層の半分程度だが、需給表ベースに表れる国民 1 人当たり野菜消費は年間
200kg を超え、日本の約 2 倍だから、子供たちの野菜消費は量的には日本の約 2 倍と見て、差
し支えない。 
果物消費は、日本は 1970 年代半ばをピークに漸減し、韓国は 1975 年には日本の 4 分の１
以下と極めて低かったが（需給表ベースの国民 1 人当たり）、その後急増し、1990 年には日本
と同じ水準に達し、2000 年には日本より 35%多くなっている（既述）。日本の「若者の果物離
れ」は、1994 年度の『農業白書』が問題にし、筆者たちもこれまで幾度も取り上げてきたが（Mori 
and Inaba, 1997; Mori and Stewart, 2011; etc.）、1971 年には 10 歳代の子供たちの 1 人当た
り家庭内消費は 45kg で、40-60 歳代の平均 50kg と殆ど変らなかった（表 8 第 2 欄）。しかし
60 歳代 70 歳代の高齢者の 1 人当たり消費はその後 20-30%程度漸増しているのとは逆に、子
供たちの果物離れは劇的に進行し、1990-91 年平均で、10 歳代の子供たちの消費は 1 人当たり
14.2kg に激減している。さらに 2000-2001 年平均では、5.1kg に落ち、同じ時期の 55-74 歳代
の平均、60.0kg の 10 分の 1 以下にまで低下している。 
韓国における子供たちの果物消費はどうか。推計値は 1990 年以降に限られるが、韓国の子
供も日本同様中高年層と比べると（量ではなく実質支出金額）、果物消費は相対的に少ない。国
民 1 人当たり純供給が日本と同じ水準に達した 1990 年において、10 歳代の子供たちの果物に
対する 1 カ月の平均支出は、月 9000won で 50-60 歳代の 18000won の半分と明確に少ないが、
同じ年次の日本の子供たちの果物消費が中高年層の 4 分の 1 であったのに比べると、数量的に
は大掴みで 2 倍程度と見做すことができる。子供たちの中高年成人に対する相対消費は、2000
年にもやや半分水準を維持しており、すぐ上に見た日本の子供たちが中高年層の 10 分の 1 以
下にまで劇的に「果物離れ」しているのとは、著しく異なっているようである。 
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差し当たっての結論 
 
だから：日本の子供たちの身長増進が 1990 年以降停滞し、韓国の子供たちはその後 10 年以
上の期間伸び続け、2000 年代半ばには男女とも成熟期段階で（男子 20 歳；女子 18 歳）、それ
ぞれ 3 センチ前後高くなったと結論するのは、恐らく乱暴すぎるだろう。しかし日本の子供た










2016）。国際的に広く認知されている Human Height、Max Roser, 2016 によると、今から 1
世紀前 1900 年出生の成人*5 男子の平均身長は、朝鮮が 160、日本は 158 センチ、また 1920
年出生の男子は、それぞれ 163 と 160.5 センチと記録されている。「もともと」朝鮮の人の方
が日本人より 2-3 センチ背が高かったのだが、韓国は第二次大戦後、朝鮮戦争などのため日本
に比べ経済成長が 30 年近く遅れたが、1980 年以降急速な経済成長で日本に追いついたので、
元の姿に戻っただけとの見方である。 
こうした見解に対し心情的反発ではなく、公式な統計に基づいた反論もある。先にあげた文
部省の『学校保健統計調査』、たとえば昭和 41 年度（1966）の「年次統計」には、明治 33 年
度（1900）まで溯って、幼稚園児 5 歳から、旧中学 5 年生 17‐8 歳、旧高専生 18-20 歳まで 1
歳区分の男女生徒の平均身長が記載されている。中卒以上は古い時代の一般国民の代表性およ
びサンプル数の問題から、若干割り引く必要があるが、この全国統計によると、17 歳と 20 歳
の男子の平均身長は、1920-22 年平均で 160.5 および 162.5 センチ、1930-31 年平均でそれぞ
れ 161.1 および 162.9 センチで、Max Roser の推定値よりそれぞれ 2-3 センチ高く、朝鮮の人
との差は確認できない。さらに戦後 1970 年代後半における学童保健調査の結果だが、日本で
生まれ・日本で育った 6 歳から 17 歳の韓国人男女生徒の各歳別平均身長は、同じ期間におけ
る日本人学校生徒と全く違わなかったという研究結果が発表されている（Y.S.Kim, 1982）。 
                                                          
*5 1900 年生まれは 1921 年に 20 歳、1920 年生まれは 1941 年にそれぞれ 20 歳に成人する。 









粗しょう症の発症リスクが約 84%も低くなる」などの報告である（Sugiura et al., 2008; 2012; 
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iijj   
ただし  
   Cij = j 番目の世帯主世帯に含まれる i 番目の年齢階級の員数, 
   Xi = i 番目の年齢階級の１人当たり平均消費量, 
   Hj = j 番目の世帯主年齢階級の平均世帯消費量,  
   εj = 誤差項: N(0,σ2). 
次の制約条件が加えられる, 
)2()15,1(1   kXX kkk   














kkkiijjj XXwXCHw  
実際には：wj および wk は差し当たり、それぞれ 1.0 および 0.3 からスタートする. 
 
